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そうぞうしゅの　かみさま！　ありがとうございます。かみさまが


ともに　おられることを　いつも　しって　かみのこども　である


みぶんと　けんいを　くださったことを　ありがとうございます。


イエスさまが　キリストです。きょうも　インマヌエルの　しゅくふくの


なかで　しあわせな　いちにちに　なりますように。


　イエス・キリストの　おなまえに　よって　おいのりします。アーメン


























かみさまが　ともに　おられることを　しって


かみのこどもの　みぶんと　けんいを　しんじて


ただ　イエスが　キリストであると　こくはくする


せいかつが　でんどうしゃの　せいかつです。


まいにち　インマヌエルの　しゅくふくを　あじわって


いのる　レムナントに　なりましょう。














�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しと),使徒)�7:54～60　こうして�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�らがステパノに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いし),石)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(な),投)�げつけていると、ステパノは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よ),呼)�んで、こう�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),言)�った。「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�イエスよ。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(れい),霊)�をお�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(う),受)�けください。」そして、ひざまずいて、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おおごえ),大声)�でこう�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さけ),叫)�んだ。「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�よ。この�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つみ),罪)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�らに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(お),負)�わせないでください。」こう�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),言)�って、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ねむ),眠)�りについた。








どようび








★さんびか　393ばんを　うたって　あいている　ところに


　ただしい　かしを　いれましょう。























われらの　たたかい　（　　　）よらず


われらの　たたかい　（　　　）による


あくまの　ちからを　うちやぶり


しにゆく　ものを　すくう


こころを　ひとつにして


つよく　たて　いざ　すすめ


あくまの　ちからを　うちやぶり


うちならせ　しゅの　しょうり








あいの　かみさま！おおくの　ひとの　なかで　わたしを　えらんで　


わたしを　とおして　かみさまの　けいかくを　なしとげて　いかれることを


かんしゃ　します。かみさまが　わたしに　くださった　タラントを


はっけんして　わたしが　することが　できる　でんどうを　みつけて


せかいふくいんかの　しゅやくに　ならせて　ください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





★けいさんを　して　すうじの「５」に　なる　ほうこうに


　すすんで　いってみましょう。





























あいの　かみさま！　ほかの　ひとを　うらまないで　「かんしゃ」する


ないようを　さがす　ちえを　ください。わたしの　すべての　こころを


イエスさまに　まかせて　イエスさまが　くださる　まことの　へいあんを


うけることが　できますように。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





ちちなる　かみさま！　きょう　いちにち　れいてき　じじつを　


しることが　できる　ちえを　ください。めに　みえない


わたしを　だます　わるい　サタンを　イエス・キリストの　おなまえに


よって　うちやぶって　ください。


イエス・キリストの　おなまえに　よって　おいのりします。アーメン　





ともだちの　せいで、　また　おにいちゃん　おねえちゃん、


おとうと　いもうとの　せいで　いやな　おもいを　


することが　ありますか。


「～のせいで」といって　もんくを　いっていると


こころが　おもくなって　しあわせでは　ありません。


きょう　イエスさまが　いわれた　みことば（マタイ11:28）を


かんがえて　みましょう。


くらい　こころ、　いやな　こころ　すべてを　あつめて


イエスさまに　まかせて　しまいましょう。


イエスさまが　くださる　まことの　へいあんを　


うけるように　なるでしょう。

















マタイ11:28～30　すべて、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つか),疲)�れた�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひと),人)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おもに),重荷)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(お),負)�っている�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひと),人)�は、わたしのところに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(き),来)�なさい。わたしがあなたがたを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やす),休)�ませてあげます。








もくようび








★さいこうの　ぜに　いるように　なる　ために　きょう　


わたしは　どのように　するべきでしょうか。











ちちなる　かみさま！かみのこども　として　えらんで　くださって　きょう


わたしを　みちびいて　くださって　ありがとうございます。　かみさまが


くださる　みぶんと　けんいを　もって　かみさまに　さいこうの　


えいこうを　ささげる　さいこうの　しゅくふくを　うける　レムナントに


ならせて　ください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　











レムナントは　ともだちや　きょうだい、しまいと　けんかを


することは　ありますか。


ともだちと　どんな　ときに　けんかを　するのかを


かんがえて　みましょう。


パウロは「わたしたちの　たたかいは　あくれいとの　たたかい」


だと　いいました。


ひとりで　いるとき　かみさまを　みあげて


かみさまが　くださる　まことの　へいあんを　あじわう


レムナントは　サタンの　だましに　だまされないで


ともだちと　きょうだい、しまいと　なかよく　できます。


きょう　いちにち　れいてき　たたかいに　


しょうりする　ように　しましょう。











ぜんせかいに　ある　くに、とし、かいしゃ、がっこう


きょうかい　など　ひとが　いる　ところなら　どこでも


そこを　おさめている　ひとが　います。


しかし　そのひとの　なかに　かみのこどもの　ひとは　


おおく　ありません。


かみさまは　レムナントが　おおきくなって


さいこうの　ざに　いることを　ねがって　おられます。


かみのこどもが　もっている


みぶんと　けんいの　しゅくふくを　しって　あじわって


かみさまに　えいこうを　ささげる


さいこうに　しゅくふくされる　レムナントとして


せいちょう　することを　ねがって　おられます。





★したの　３つの　はこに　かいてみて　３つに　きょうつうして


　はいって　いることを　なにかを　みつけましょう。


　それが　わたしの　タラントです。わたしの　タラントを


　どのように　でんどうに　もちいることが　できるかを


　かんがえて　みましょう。


　


























　　





Ⅱテモテ3:14～17　けれどもあなたは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(まな),学)�んで�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かくしん),確信)�したところにとどまっていなさい。あなたは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じぶん),自分)�が、どの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ひと),人)�たちからそれを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(まな),学)�んだかを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(し),知)�っており、また、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おさな),幼)�いころから�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(せいしょ),聖書)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(した),親)�しんで�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(き),来)�たことを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(し),知)�っているからです。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(せいしょ),聖書)�はあなたに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ちえ),知恵)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(あた),与)�えてキリスト・イエスに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(たい),対)�する�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しんこう),信仰)�による�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(すく),救)�いを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(う),受)�けさせることができるのです。











�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しと),使徒)�6:1～７　こうして�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)�のことばは、ますます�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひろ),広)�まって�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),行)�き、エルサレムで、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(でし),弟子)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かず),数)�が�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひじょう),非常)�にふえて�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),行)�った。そして、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おお),多)�くの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さいし),祭司)�たちが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つぎ),次)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つぎ),々)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しん),信)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こう),仰)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はい),入)�った。(7)











すいようび

















★かみのこどもが　いのる　とき　おきる　れいてきな　ことを


　あうように　せんを　ひきましょう。





























　　　せいれいが　・　　　　　・　うごきます








　　サタンが　　・　　　　　・　たすけます








　てんの　みざが　・　　　　・　しばられます








　　みつかいが　　・　　　　・　はたらかれ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます





ちちなる　かみさま！かみさまを　しらないで　まちがった　いのりを　


する　おおくの　ひとたちに　イエス・キリストを　つたえて　ただしい


いのりを　することが　できるように　みちびく　すてきな　


でんどうしゃに　ならせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





このよの　おおくの　ひとが　いろいろな　ほうほうで　いのっています。


ぶつぞうの　まえで　108かい　おじぎをして　いのる　ひとも　いて


おんがくを　きいて　かみさまでは　ない　ほかの　かみがみを


かんあげて　めいそうする　ひとも　います。


かみさまが　おききになる　いのりでは　ないのけれど


こたえを　うけています。


だれから　うける　こたでしょうか。そう、サタンです。


かみのこどもが　イエス・キリストの　おなまえで　いのる　こと！


それが　ただしい　いのりで


ただしい　こたえを　うける　ほんものの　いのりです。

















�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しと),使徒)�1:8 しかし、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せいれい),聖霊)�があなたがたの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うえ),上)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(のぞ),臨)�まれるとき、あなたがたは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちから),力)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(う),受)�けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぜんど),全土)�、および�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ち),地)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(は),果)�てにまで、わたしの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しょうにん),証人)�となります。」








かようび




















レムナントは　おおくの　ひとの　なかで


イエスさまの　でしとして　えらばれた　ものです。


かみさまは　かみのこども　である　わたしたちの　なかに


かみさまの　けいかくを　もって　わたしたちの


せいかつを　とおして　かみさまの　けいかくを


なしとげて　いかれます。（ピリピ1:6）


かみさまが　わたしに　ねがって　おられる　


けいかくが　あります。


わたしだけが　することが　できる　でんどうが　あります。


いのって　わたしが　することが　できる


でんどうを　みつけましょう。




















きんようび





マタイ4:19　イエスは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�らに言われた。「わたしについて�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(き),来)�なさい。あなたがたを、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(にんげん),人間)�をとる�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(りょうし),漁師)�にしてあげよう。」











★どんな　はくがいにも　くずれなかった　でんどうしゃ


　ステパノの　すがたに　いろを　ぬりましょう。




















げつようび






































